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紹

介

柴
新
江
・
李
宵
・
孟
憲
貫
主
編

『
新
獲
吐
魯
香
出
土
丈
献
』

上
下
二
冊

品

時

土佐

田

今
世
紀
に
入
っ
て
中
園
の
皐
界
で
は
ト
ル
フ
ァ

ン
研
究
が
に
わ
か
に
活
気
附
い
て
い
る
。
阻
学
術
誌

『
吐
魯
番
同
学
研
究
」
の
創
刊
(
二

0
0
0
)
、
吐

魯
番
町
学
研
究
院
の
創
立
(
二

O
O
五
)
、
吐
魯
番

組
宇
岡
際
的
学
術
研
討
舎
の
開
催
(
二

0
0
一
、
二

O

O
五
、
二

O
O
八
)
な
ど
、
そ
の
賑
や
か
さ
は
ま

こ
と
に
甘
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
吐

魯
番
地
匝
文
物
局
局
長
の
李
宵
氏
を
は
じ
め
と
す

る
現
地
の
研
究
者
の
熱
心
な
活
動
に
く
わ
え
、
自

治
匝
政
府
な
ど
の
積
極
的
な
経
費
支
援
が
そ
の
設

展
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

同
外
に
存
在
す
る
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
日
銀
も

ま
た
近
年
中
園
血
学
者
の
手
に
よ
っ
て
相
次
い
で
刊

行
さ
れ
た
。
陳
岡
燦
・
劉
安
志
主
編
『
吐
魯
香
文

書
泊
料
目
』
(
日
本
牧
裁
巻
)
、
楽
新
江
主
編
『
吐
魯

番
文
量
一
回
線

H
』
(
欧
美
収
載
巻
)
が
そ
れ
で
、
こ

う
い
っ
た
基
礎
的
な
研
究
環
境
の
整
備
も
中
園
ト

ル
フ
ァ
ン
皐
の
隆
盛
に
大
き
く
寄
奥
し
て
い
る
。

も
と
大
谷
探
険
隊
所
獲
品
で
、
現
在
放
順
博
物
館

に
所
戴
さ
れ
る
新
彊
(
ト
ル
フ
ァ
ン
)
出
土
の
悌

典
断
片
園
録
が
、
日
中
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し

て
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
近
年
の
注
目
さ
れ
る
出
来

事
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ト
ル
フ
ァ
ン
撃
の
最
近
の
動
向
を

象
徴
す
る
よ
う
な
大
所
が
こ
の
度
相
次
い
で
刊
行

さ
れ
た
。
一
は
『
吐
魯
番
柏
孜
克
里
克
石
窟
出
土

漢
文
悌
教
典
籍
』
(
文
物
山
版
枇
、
二

O
O
七
年

九
月
刊
)
で
、
い
ま
一
つ
は
こ
こ
に
紹
介
す
る

『
新
獲
吐
魯
番
出
土
文
献
』
で
あ
る
。
と
も
に
中

園
で
い
う
八
開
本
精
装
の
フ
ル
カ
ラ
l
園
録
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
吐
魯
番
同
学
研
究
叢
書
甲
種
本
」
の
一

と
二
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
本
書
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
今
同
の

出
版
の
歴
史
的
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
献
の
歴
史
と
特
質
を
簡
単
に

振
り
返
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
全
健
は
約
一
七

O
一
小
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
此
庭
彼
庭
に
は
高
昌
や
交

河
な
ど
の
都
市
遺
構
が
残
さ
れ
る
ほ
か
、
ベ
ゼ
ク

リ
ク
な
ど
の
石
窟
寺
院
の
遺
跡
が
散
在
し
て
い
る
。

さ
ら
に
嘗
て
こ
の
地
に
生
活
し
た
人
々
の
墳
墓
も

数
多
く
鈷
在
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
十
九
世

紀
の
末
以
来
、
各
園
の
調
査
隊
に
よ
っ
て
遺
跡
の

探
索
が
行
わ
れ
、
考
古
遺
物
や
壁
書
一
を
は
じ
め
と

す
る
併
殺
美
術
が
大
量
に
持
ち
附
さ
れ
た
。
そ
し

て
虞
範
園
に
わ
た
っ
て
黙
在
す
る
遺
跡
か
ら
様
々

な
言
語
で
書
か
れ
た
大
量
の
文
献
が
溌
見
さ
れ
た
。

こ
れ
は
誰
し
も
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
献

は
漢
文
及
び
ウ
イ
グ
ル
語
の
も
の
が
多
数
を
占
め

る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
一
部
は
ソ
グ
ド
語
や
ト

ハ
ラ
語
と
い
っ
た
今
日
で
は
す
で
に
滅
ん
だ
言
語

で
書
か
れ
て
あ
り
、
そ
の
解
讃
研
究
を
通
じ
て
凶

域
の
照
史
と
文
化
の
解
明
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
。

他
の
地
域
、
例
え
ば
カ
ラ
シ
ャ
l
ル
や
ク
チ
ャ
近

遠
か
ら
も
ト
ハ
ラ
語
文
献
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
潟

本
が
後
見
さ
れ
た
し
、
コ

l
タ
ン
近
遠
か
ら
は

コ
l
タ
ン
語
完
本
が
、
ニ
ヤ
な
ど
か
ら
は
カ
ロ

l

シ
ユ
テ
ィ

I
文
字
で
書
か
れ
た
イ
ン
ド
語
文
献
が

出
て
い
る
な
ど
、
タ
リ
ム
盆
地
周
透
の
各
地
か
ら

様
々
な
ニ
一
日
語
の
資
料
が
溌
見
さ
れ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
線
量
は
ト
ル
フ
ァ
ン
山
川
土
の
も
の
と
比

較
す
れ
ば
遥
か
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
概
し
て
ト

ル
フ
ァ
ン
出
土
文
献
の
幽
=
一
号
A

」
は
比
類
を
見
な
い
と

一
去
ふ
ん
サ
心
。

最
初
に
こ
の
地
域
に
注
目
し
た
の
は
ロ
シ
ア
で

あ
る
。
一
八
七
九
年
に
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
を
訪
れ
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た
ロ
シ
ア
の
ド
イ
ツ
人
植
物
皐
者
レ

l
ゲ
ル

G
S唱
ロ
と

Z
2
F問。
r
H∞
8
5
c∞
)
は
、
高

昌
故
城
な
ど
の
遺
跡
の
園
面
を
報
告
中
に
公
表
し

て
注
目
を
浴
び
た
。
次
い
で
一
八
九
三
年
か
ら
九

五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー

(
回
・
国
・
司
急
毛

g
n
E
P
Z
8
5
5
)
の
探
険

隊
に
は
、
後
に
カ
ラ
ホ
ト
の
後
見
で
名
を
馳
せ
る

こ

と

に

な

る

コ

ズ

ロ

フ

(

口

-K関
自
己

O
F

Z
8
5
ω
日
)
も
参
加
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
ト

ル
フ
ァ
ン
の
遺
跡
か
ら
漢
文
、
ウ
イ
グ
ル
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
の
完
本
を
持
ち
か
え
っ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
ソ
グ
ド
語
宗
本
も
一
黙
含
ま
れ
て
い
た
。

た
だ
こ
の
探
険
隊
の
主
た
る
任
務
は
地
理
的
学
的
、

気
象
山
学
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
(
見
本
の
獲

得
は
単
に
偶
渡
的
な
も
の
に
宵
ま
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
し
か
し
一
八
九
八
年
に
ク
レ
メ
ン
ツ

(
同
・
〉
・
関
同

2
8
E
T
H∞
お

S
E
)
が
ト
ル
フ
ァ

ン
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、
(
局
本
や
給
書
寸
碑
銘
な

ど
を
蒐
集
す
る
こ
と
も
そ
の
任
務
に
含
ま
れ
て
い

た
。
は
た
し
て
彼
は
ウ
イ
グ
ル
寓
本
を
は
じ
め
と

し
て
数
多
く
の
獲
得
品
を
持
ち
か
え
る
こ
と
に
成

功

し

、

そ

の

成

果

は

オ

ル

デ

ン

ブ

ル

グ

(
(
U
-
e
・
0
=
E
2
3
-戸
Z
8
5
ω
#
)
に
よ
り
一

八
九
九
年
に
ロ

I
マ
で
開
催
さ
れ
た
園
際
東
洋
同
学

者
合
同
議
で
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
ト

ル
フ
ァ
ン
盆
地
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
一
大
文
化

擦
貼
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
、

EC 

中
央
ア
ジ
ア
探
険
の
園
際
組
織
の
設
立
が
提
案
さ

れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
で
も
同
連
掃
の

ロ
シ
ア
委
員
合

(
8
5忠
E
虫
色
が
作
ら
れ
る

が
、
す
ぐ
に
は
大
規
模
な
探
険
隊
の
汲
遣
に
は
繋

が
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
ド
イ
ツ
は
一
九

O
二
年
か
ら
一
九
一
四

年
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
グ
リ
ユ
ン
ヴ
工

l
デ
ル

(と
σ
巾
門
件
。
円
=
ヨ
志
向
Hm-
唱
広
印
∞
]
戸
山
由
ω印
)
、
ル
-
コ

ァ
ク
(
〉
号
。
丘
〈
O
口
F
m
w
(
U
C
門
「
区
品

()15ωφ)
が

率
い
る
探
険
隊
を
前
後
四
回
に
わ
た
っ
て
タ
リ
ム

盆
地
北
沿
地
域
に
送
り
出
し
、
目
覚
ま
し
い
成
果

を
奉
げ
た
。
現
在
ベ
ル
リ
ン
に
所
寂
さ
れ
る
ト
ル

フ
ァ
ン
寓
本
は
す
べ
て
こ
れ
ら
の
数
次
に
わ
た
る

ド
イ
ツ
隊
の
も
た
込
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
ウ
イ
グ
ル
語
、
漢
文
、
ソ
グ
ド
語
の
ほ
か
、
各

種
の
言
語
に
よ
る
貴
重
な
文
献
を
含
ん
で
い
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
文
献
に
つ
い
て
言
え

ば
、
ド
イ
ツ
隊
の
所
獲
は
少
な
く
と
も
量
的
に
抜

き
ん
出
て
お
り
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

日
本
の
大
谷
探
険
隊
の
隊
員
も
ま
た
早
く
か
ら

ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
で
活
動
し
た
。
第
一
回
探
険
に

参
加
し
た
渡
透
哲
信
と
堀
賢
雄
は
一
九

O
三
年
に

ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
に
入
り
、
調
査
を
行
っ
た
。
そ

の
前
に
彼
ら
は
キ
ジ
ル
で
グ
リ
ユ
ン
ヴ
ェ

l
デ
ル

等
の
一
行
と
遭
遇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
回
探

険
の
橘
瑞
超
と
野
村
栄
三
郎
は
一
九

O
八
年
の
冬

に
ト
ル
フ
ァ
ン
で
一
ヶ
月
に
わ
た
り
ア
ス
タ
ー
ナ

な
ど
の
溌
掘
を
行
っ
た
ほ
か
、
第
三
回
探
険
で
も
、

一
九
一
一
一
年
に
吉
川
小
一
郎
が
ト
ル
フ
ァ
ン
各
地

で
愛
掘
を
行
う
な
ど
し
て
ウ
イ
グ
ル
語
や
漢
文
の

完
本
を
獲
得
し
て
い
る
。

一
九

O
九
か
ら
一
九
一

O
年
に
か
け
て
、
ロ
シ

ア
は
よ
う
や
く
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
率
い
る
本
格

的
な
探
険
隊
を
こ
の
地
域
に
迭
り
出
し
た
。
彼
ら

は
カ
ラ
シ
ャ

l
ル
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ク
チ
ヤ
な
ど

で
調
査
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
ト
ル
フ
ァ
ン
で
は

交
河
(
ヤ
I
ル
ホ
ト
)
や
高
昌
、
セ
ン
ギ
ム
、
ベ

ゼ
ク
リ
ク
、
ム
ル
ト
ヴ
ア
夕
、
ト
ヨ
ク
な
ど
で
精

力
的
に
活
動
し
た
が
、
先
行
し
た
ド
イ
ツ
隊
に
よ

っ
て
め
ぼ
し
い
も
の
は
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
た
め

に
、
寝
本
な
ど
の
文
献
は
珠
想
し
た
ほ
ど
に
は
獲

得
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
オ
ル
「
ア
ン
プ
ル
グ
隊

の
所
獲
察
本
断
片
は
、
今
日
ま
で
な
お
手
っ
か
ず

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
も
の
が
相
首
量
存
在
す
る

よ
う
で
、
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。
ち
な
み
に

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
は
そ
の
第
二
回
探
険
(
一
九
一

四
一
九
一
五
)
に
お
い
て
敦
埋
莫
高
窟
で
石
籍

調
査
を
行
い
、
併
せ
て
多
数
の
寝
本
断
片
を
入
手
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し
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
上
海
古
籍
同
版
枇
が
出

版
し
た
『
俄
裁
敦
短
文
献
』
中
に
は
、
ト
ル
フ
ァ

ン
で
獲
得
し
た
文
献
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
少
し
前
、
の
ち
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
大
統

領
と
な
る
マ
ン
ネ
ル
ハ
イ
ム

(P己
の
ロ
え
当

呂
田
口
忠
吾
g
H
H
f
H
∞
ミ
呂
田
同
)
は
、
一
九

O
六

一
九

O
八
年
、
ロ
シ
ア
の
軍
人
と
し
て
束
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
首
時
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
ロ
シ
ア
に
属
し
て
い
た
。
彼
は
ヤ

1
ル
ホ

ト
や
高
昌
な
ど
で
、
漢
文
、
ウ
イ
グ
ル
文
を
主
と

す
る
寓
本
を
購
入
し
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
フ
イ

ノ
・
ウ
グ
l
ル
協
曾

Bon-払
広
田
口

EECロ
宮
内
ロ
ロ
巾
)

に
諦
し
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
且
学
園
書
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
一
九

O
九
一
一
年
、
一
九
一
一
一
一
一
四

年
の
二
凶
に
わ
た
り
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
及
び
甘

粛
・
青
海
な
ど
で
チ
ュ
ル
ク
語
方
一
百
を
調
査
す
る

た
め
に
振
遣
さ
れ
た
マ
l
ロ
フ
(
内
・
間
宮
g
c
p

z
g
1
5勾
)
も
若
干
の
ウ
イ
グ
ル
話
完
本
を
入

手
し
た
。
第
一
回
時
に
甘
粛
で
獲
得
し
た
ウ
イ
グ

ル
誇
「
金
光
明
経
』
寓
本
は
、
一
九
二
二
年
に

ラ
1
ド
ロ
フ
(
回
・
回
一
一

E
E
P
Z勾
1
5
Z
)
と

の
連
名
で
公
刊
さ
れ
た
。

本
格
的
な
探
険
隊
の
一
以
遠
こ
そ
ド
イ
ツ
に
遅
れ

を
と
っ
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
は
し
か
し
早
く
か
ら

外
交
ル

l
ト
を
通
じ
て
潟
本
の
獲
得
を
積
極
的
に

進
め
て
い
た
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
駐
在
し
た
ペ
ト
ロ

フ
ス
キ
l
(
Z
・@・己目、『℃
C
国円円買
F
H∞
ω寸

H
2
8

の
こ
の
側
面
で
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い

が
、
同
じ
よ
う
に
ウ
ル
ム
チ
領
事
を
務
め
た
ク
ロ

ト
コ
フ
(
出
回
国
関
HEJ『択
C
F
E
S
5
5
)
や
同

じ
く
ウ
ル
ム
チ
の
領
事
官
附
警
師
で
あ
っ
た
カ
ハ

ノ
フ
ス
キ

1

(〉
国
関
C
自
国
C
国
円
阿
国
酔
)
は
熱
心

に
各
種
寓
本
を
蒐
集
し
、
本
園
に
没
一
り
届
け
て
い

た
。
現
在
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
所
蔵
さ
れ
る
ト
ル
フ

ァ
ン
文
献
は
彼
ら
の
も
た
ら
し
た
も
の
が
少
な
く

な
し
。ス
タ
イ
ン
(
〉
民
巳

ω
E
P
H
g
N
5
8
)
も
そ

の
第
三
同
探
険
(
一
九
二
二
ー
ー
一
九
一
六
)
時
に

ト
ル
フ
ァ
ン
に
や
っ
て
来
た
。
彼
は
三
ヶ
月
以
上

に
わ
た
っ
て
、
高
昌
故
城
、
ト
ユ
ク
、
ム
ル
ト
ゥ

ク
、
ア
ス
タ
ー
ナ
で
調
査
に
あ
た
っ
た
が
、
ア
ス

⑤
 

タ
l
ナ
で
は
墓
葬
の
愛
掘
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ト
ル
フ
ァ
ン
の
遺
跡
調
査
と
文
献

の
獲
得
と
は
、
骨
回
初
か
ら
主
と
し
て
ロ
シ
ア
、
ド

イ
ツ
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
探
除
隊
に
よ
り

行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
、
中
園
は
よ
う
や
く

一
九
二
七
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
共
同
し
て
西
北

科
皐
考
察
圏
を
組
織
、
自
ら
西
北
地
域
の
組
合
的

な
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
隊
員
で
あ
る
黄
文

弼
(
一
八
九
三
一
九
六
六
)
等
は
一
九
二
八
年

の
春
に
高
昌
古
城
や
セ
ン
ギ
ム
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
な

ど
を
調
査
し
(
第
一
次
調
査
)
、
一
九
三

O
年
の

一
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
い
父
河
故
城
、
及
び
附
近

の
墳
墓
(
溝
西
、
溝
北
)
を
調
査
し
、
ま
た
ト
ル

フ
ァ
ン
南
方
で
古
代
の
這
路
跡
を
愛
見
し
た
。
さ

ぬ

ら
に
高
昌
故
城
附
近
の
古
墳
を
調
査
し
た
。
し
か

し
第
二
次
大
戦
以
前
に
は
こ
の
黄
文
弼
の
調
査
の

ほ
か
に
は
と
り
わ
け
で
言
う
べ
き
も
の
は
な
い
。

以
上
が
一
九
世
紀
末
以
来
の
各
園
の
ト
ル
フ
ァ

ン
に
お
け
る
考
古
調
査
及
び
完
本
獲
得
の
経
緯
で

あ
る
。
し
か
し
一
九
四
九
年
に
新
中
岡
が
成
立
す

る
と
状
況
は
会
愛
し
、
後
掘
は
す
べ
て
中
園
撃
者

の
子
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と

は
い
え
様
々
な
除
件
的
制
約
か
ら
、
そ
の
這
程
は

必
ず
し
も
平
坦
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
ま
た
す

で
に
外
園
人
の
手
に
よ
っ
て
多
く
の
文
物
が
そ
れ

こ
そ
恨
こ
そ
ぎ
持
ち
去
ら
れ
た
後
の
ト
ル
フ
ァ
ン

に
は
何
等
こ
れ
と
い
っ
た
債
値
あ
る
も
の
が
残
さ

れ
て
い
る
と
は
思
い
に
く
か
っ
た
。
し
か
し
戦
後

今
日
ま
で
の
長
期
間
の
う
ち
に
は
、
や
は
り
多
く

の
貴
重
な
後
見
が
局
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
む
し
ろ

驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
の
中
岡
に
お
け
る

ト
ル
フ
ァ
ン
完
本
の
後
見
を
時
系
列
に
従
っ
て
辿
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っ
て
み
る
と
、
大
樫
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
二

O
年
泣
く
の
聞
に
、
新
彊
維
-4u
爾
向
治
匝
博
物
館

文
物
考
古
隊
は
ア
ス
タ
ー
ナ
及
、
び
カ
ラ
ホ

1
ジ
ヤ

の
墳
墓
で
断
績
的
に
一
一
一
一
回
の
愛
掘
を
行
い
、
大

量
の
文
書
を
獲
得
し
た
。
設
掘
し
た
墳
墓
数
は
四

0
0
に
近
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
整
理
は

一
九
七
五
年
に
後
議
さ
れ
、
翌
年
に
は
北
京
に
運

ば
れ
て
本
格
的
な
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。
中
心
と

な
っ
た
の
は
唐
長
田
町
氏
で
、
後
掘
主
髄
た
る
新
彊

博
物
館
の
ほ
か
岡
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
及
び

武
漢
大
皐
一
昨
史
系
と
の
共
編
と
し
て
、
一
九
八

O

年
か
ら
一
九
九
一
年
に
か
け
全
一

O
加
の
録
文
集

が
陸
績
山
版
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
の
後
四
大
冊
か
ら

な
る
帯
固
本
も
出
版
さ
れ
た
。
ト
ル
フ
ァ
ン
各
地

の
遺
跡
で
は
、
表
層
に
あ
っ
た
も
の
は
外
岡
の
調

査
隊
が
ほ
と
ん
ど
限
無
く
調
べ
室
く
し
た
と
は
い

え
、
彼
ら
の
手
は
徹
底
し
て
地
下
の
墓
中
に
ま
で

及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
橘
瑞
超
や
ス
タ
イ
ン
は

ア
ス
タ
ー
ナ
で
墳
墓
を
愛
掘
し
て
、
文
書
を
獲
得

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、

墳
墓
は
ま
だ
ま
だ
多
数
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

後
掘
は
ア
ス
タ
ー
ナ
等
の
墳
墓
を
中
心
と
し
て

一
九
七
五
年
以
後
も
継
積
さ
れ
、
少
な
か
ら
ざ
る

文
書
が
鷲
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
性
格
上
、

上
記
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
を
補
う
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
一
九
九
七
年
に
至
り
、
ト
ル
フ
ァ
ン
現

地
に
お
け
る
愛
掘
責
任
者
で
あ
っ
た
柳
洪
亮
氏
に

⑬
 

よ
っ
て
録
文
集
が
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
に
は
、

墓
文
書
以
外
に
も
ま
た
交
河
故
城
か
ら
出
た
『
孝

経
』
を
は
じ
め
、
ト
ユ
ク
千
悌
洞
や
ベ
ゼ
ク
リ
ク

千
悌
洞
か
ら
護
見
さ
れ
た
典
籍
残
巻
、
文
書
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
る
。

会
九
八

O
年
の
一

O
月
か
ら
翌
一
九
八
一
年
の

七
月
に
か
け
て
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
備
制
を
修
理
す

る
過
程
で
、
洞
窟
の
内
外
か
ら
八

0
0絵
黙
の
文

献
が
設
見
さ
れ
た
。
多
く
は
漢
文
悌
典
の
断
片
で

あ
っ
た
が
、
ウ
イ
グ
ル
文
や
、
ブ
ラ
l
フ
ミ
l
文

字
、
ソ
グ
ド
語
、
西
夏
文
の
文
献
も
含
ま
れ
て
い

た
。
小
文
の
初
め
に
言
及
し
た
『
吐
魯
香
柏
孜
克

黒
克
石
窟
出
土
漢
文
悌
数
典
籍
』
は
こ
の
時
の
所

獲
品
の
う
ち
漢
文
悌
数
文
献
を
公
刊
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
胡
語
文
献
で
は
ソ
グ
ド
語
及
び
ウ
イ

グ
ル
語
で
書
か
れ
た
マ
ニ
数
文
献
が
六
日
間
豆
、
森

山
女
孝
夫
雨
氏
と
の
協
力
の
下
に
公
刊
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
日
本
向
学
者
の
園
際
的
な
貢
献
と
し
て
特

の
UU

筆
さ
れ
る
。

さ
て
こ
こ
で
よ
う
や
く
本
書
に
牧
録
さ
れ
る
い

わ
ゆ
る
「
新
獲
」
文
献
の
話
に
な
る
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
上
記
の
新
中
園
に
お
け
る
愛
見
の

後
を
受
け
て
、
(
例
外
も
あ
る
が
)
概
ね
世
紀
が

改
ま
っ
た
の
ち
に
各
地
か
ら
新
た
に
得
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
多
く
が
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
こ
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
も
は

や
都
市
遺
構
や
寺
院
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は

非
常
に
限
ら
れ
、
必
然
的
に
幕
葬
中
か
ら
獲
得
さ

れ
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
上
に
概
概
し
た
ト
ル
フ
ァ
ン
の
考
山
愛
掘
史

か
ら
し
で
も
首
然
だ
が
、
繰
っ
て
言
え
ば
、
墳
墓

の
護
掘
は
な
お
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

も
言
い
得
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
本
書
所
収
文
書
が
設
見
さ
れ
た
時
期
と
地

貼
を
、
本
書
の
収
録
順
に
列
拳
し
て
み
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
文
献
が
出
土
し
た
墓
葬
の
数
と
、

そ
れ
ら
文
献
の
線
数
も
附
し
て
お
こ
う
。

一
、
二

0
0
四
年
阿
斯
塔
那
山
川
土
文
献
墓
葬

4

文
献
数
日

二
、
二

O
O
六
年
阿
斯
塔
那
市
土
文
献
墓
葬

-

文

献

数

4

附
、
一
九
六
五
年
阿
斯
塔
那
出
土
文
献

葬
1

文
献
敷
2

三
、
二

O
O
四
年
巴
達
木
山
土
文
献

文
献
数
日
恒

四
、
二

O
O
四
年
木
納
爾
山
土
文
献

文
献
敷
日
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墓
葬

1

五
、
一
九
九
七
年
洋
海
出
土
文
献

文
献
数
日

六
、
二

0
0
六
年
洋
海
出
土
文
献

文
献
数
日
切

七
、
二

O
O
二
年
交
河
故
城
出
土
文
献

数
回

八
、
二

O
O五
年
蓋
栽
塔
出
土
文
書
文
献
数

にひ

九
、
二

O
O六
年
徴
集
吐
魯
番
出
土
文
書
文

献
数
槌

附
、
二

O
O六
年
徴
集
和
田
地
匝
出
4
1
文
書

文
献
数

3

十
、
二

0
0
一
年
都
善
豚
徴
集
文
書
文
献
数

η
ベ
U
n，白

か
つ
て
公
刊
さ
れ
た
文
書
の
大
部
分
が
ア
ス

タ
ー
ナ
出
土
で
あ
っ
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
「
新

獲
」
文
献
は
「
巴
達
木
」
「
木
納
爾
」
「
洋
海
」
と

い
っ
た
耳
新
し
い
墳
某
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
注

音
叫
さ
れ
る
。
し
か
し
本
書
に
は
地
園
が
附
載
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
墳
墓
が
ト
ル
フ
ァ

ン
盆
地
の
ど
の
地
黙
に
嘗
た
る
の
か
が
、
少
な
く

と
も
本
書
だ
け
か
ら
で
は
知
り
得
な
い
の
は
非
常

に
不
便
で
あ
る
。
筆
者
は
編
者
の
一
人
で
あ
る
築

新
江
氏
が
別
途
後
表
し
た
一
文
附
載
の
地
固
に
よ

っ
て
こ
れ
ら
の
墳
墓
の
位
置
を
知
る
こ
と
が
出
来

墓
葬

1
文
献

た
。
そ
れ
に
擦
れ
ば
、
「
巴
達
木
」
墓
地
は
高
昌

故
城
の
東
北
方
、
ア
ス
タ
ー
ナ
よ
り
さ
ら
に
火
焔

山
に
近
い
場
所
に
あ
り
、
「
洋
海
」
は
同
じ
く
高

日
円
故
城
か
ら
束
南
東
へ
直
線
距
離
で
一

0
キ
ロ
ほ

ど
の
地
黙
に
あ
る
。
ま
た
「
木
納
爾
」
は
ず
っ
と

凶
方
、
現
在
の
吐
魯
番
市
の
東
数
キ
ロ
の
地
黙
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
墳
墓
に
つ
い
て
は
愛

掘
の
筒
報
が
す
で
に
出
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
に
就
い
て
位
置
を
確
一
認
す
る
こ
と
も
不
可
能
で

石
LJ

は
な
い
。

墓
葬
以
外
で
は
、
交
河
故
城
か
ら
出
土
し
た
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
強
い
風
に
よ
っ
て
表
層
の

土
砂
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
下
層
に
あ
っ
た
文
献
が

自
然
に
姿
を
現
し
た
も
の
だ
と
い
う
が
、
白
然
の

凄
ま
じ
い
力
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、
な
お
こ
う

い
う
叶
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
事
柄
は
そ
う
し
ば
し
ば

起
こ
り
得
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
し
、
大
量
の
護

見
に
結
び
つ
く
可
能
性
は
低
い
。
他
に
は
蓋
裁
塔

か
ら
唐
代
永
淳
年
間
の
暦
日
な
ど
が
愛
見
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
蓋
蔵
搭
と
い
う
の
は
高
日
円
故
城
の
西

北
了
二
キ
ロ
ほ
ど
の
位
置
に
あ
り
、
ア
ス
タ
ー

ナ
墓
群
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
所
で
あ
る
。
ウ
イ
グ

ル
の
少
年
が
そ
の
束
壁
の
上
方
に
あ
る
穴
か
ら
後

見
し
た
も
の
と
い
い
、
こ
れ
も
嘗
て
の
調
査
隊
に

よ
る
持
ち
去
り
を
克
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
室
液
塔

は
グ
リ
ユ
ン
ヴ
工

l
デ
ル
が
な
同
日
目
印
白
ロ
ョ
と
呼
ん
で

い
る
遺
跡
に
相
常
す
る
。
こ
の
塔
は
一
九

O
三
年

に
大
谷
隊
の
渡
透
析
口
信
と
堀
賢
雄
も
訪
れ
、
次
の

よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。
「
タ
イ
ジ
ャ
ン
・

ト
ラ
は
堀
氏
の
歩
測
に
て
、
頂
の
一
方
三
十
四
歩
、

そ
の
北
東
の
壁
は
稀
々
完
全
な
る
も
、
西
は
零
溶

甚
し
く
、
南
壁
は
崩
壊
し
て
、
此
の
所
よ
り
登
る

を
得
〔
ト
ラ
は
其
の
中
部
は
空
洞
な
り
し
が
如

し
〕
而
し
て
、
其
の
束
壁
の
頂
部
に
、
六
箇
の
立

像
安
置
壁
禽
あ
り
。
其
の
次
下
に
七
箇
、
次
下
に

八
箇
、
次
下
に
九
箇
と
層
々
に
壁
轟
あ
り
し
如
し
。

そ
の
高
品
は
石
を
投
下
し
て
算
す
る
に
約
七
十
吹

あ
る
べ
し
c
」

そ
の
他
、
本
書
に
は
今
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、

折
に
鰯
れ
て
民
聞
か
ら
徴
集
さ
れ
た
文
献
も
相
骨
回

数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
正
確
な
山
土
地

の
情
報
が
快
落
し
て
い
る
の
が
難
黙
で
あ
る
が
、

し
か
し
紀
年
を
有
す
る
も
の
や
、
官
印
の
鈴
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
他
の
文
書
と
併
用
す
る
こ
と
で

重
要
な
史
料
と
な
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
コ
ー

タ
ン
か
ら
出
た
も
の
は
免
も
角
、
二

O
O六
年
の

吐
魯
番
徴
集
、
二

O
O
一
年
の
部
善
牒
徴
集
文
献

は
、
そ
の
形
状
か
ら
言
っ
て
、
こ
れ
ら
も
ま
た
墓

葬
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
墳
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墓
の
副
葬
品
が
つ
ね
に
盗
掘
の
被
害
に
直
而
し
て

い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
し
得
る
が
、
こ
の
よ
う

に
公
の
有
に
蹄
す
る
も
の
の
割
合
は
呆
た
し
て
ど

の
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
書
に
牧
録
さ
れ
た
文
献
は
、

墓
葬
か
ら
出
土
し
た
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
般
に
新
中
園
成
立
以
降

後
見
さ
れ
た
吐
魯
番
文
献
は
、
大
き
く
二
種
類
に

匝
別
で
き
る
。
一
は
ア
ス
タ
ー
ナ
な
ど
の
墓
葬
か

ら
出
土
し
た
も
の
、
も
う
一
は
ベ
ゼ
ク
リ
ク
な
ど

石
窟
寺
院
の
遣
社
か
ら
山
川
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
敷
の
上
か
ら
言
え
ば
、
前
者
の
ほ
う
が
ず
っ
と

多
い
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
本
来
日
の
場
合
も

例
外
で
は
な
い
。
何
度
も
鰯
れ
て
い
る
よ
う
に
、

遺
跡
の
表
層
に
存
在
し
た
も
の
は
早
い
時
期
に
外

園
の
探
険
隊
に
よ
り
根
こ
そ
ぎ
持
ち
去
ら
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
と
文
献
の
獲
得
に
闘
し

て
言
え
ば
、
戦
後
の
中
園
の
探
索
が
地
卜
に
向
か

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
こ
う
い
う
係
件
に
よ

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
二
種
類
の
山
所
を
異
に
す
る
こ
れ
ら
文

献
群
は
、
様
々
な
黙
で
極
め
て
大
き
な
遣
い
の
存

在
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
寺
院
な
ど
建
築
遺

構
か
ら
設
見
さ
れ
た
文
献
は
、
言
語
に
於
い
て
も

漢
文
の
み
な
ら
ず
ウ
イ
グ
ル
、
ソ
グ
ド
、
マ
ニ
教

中
世
ペ
ル
シ
ヤ
語
、
モ
ン
ゴ
ル
文
、
チ
ベ
ッ
ト
文

な
ど
極
め
て
多
彩
で
あ
り
、
設
見
さ
れ
た
文
献
の

年
代
に
つ
い
て
も
非
常
に
長
期
に
渡
っ
て
い
る
。

内
容
の
黙
で
は
、
マ
ニ
殺
な
ど
他
の
宗
教
の
も
の

も
あ
る
と
は
い
え
、
悌
数
典
籍
が
大
多
数
を
占
め

る
。
一
方
、
墓
葬
か
ら
出
土
す
る
文
献
は
基
本
的

に
漢
文
文
献
で
あ
り
、
時
代
も
高
昌
園
か
ら
中
唐

ま
で
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ト
ル
フ
ァ
ン
盆

地
の
歴
史
的
問
浸
透
を
如
賓
に
反
映
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地

に
は
漠
代
に
車
師
前
園
が
存
在
し
た
が
、
武
帝
の

頃
、
こ
の
地
の
統
治
権
を
め
ぐ
っ
て
旬
奴
と
漢
と

の
あ
い
だ
に
繰
り
返
し
戦
争
が
行
わ
れ
、
や
が
て

漢
の
勝
利
に
終
わ
る
。
次
い
で
元
帝
の
時
代
に
戊

己
校
尉
や
高
日
円
壁
が
設
置
さ
れ
、
中
原
王
朝
の
植

民
地
と
し
て
の
態
勢
が
整
い
始
め
る
。
そ
の
後
五

涼
政
権
の
治
下
に
入
り
、
ま
た
閥
、
張
、
馬
、
麹

氏
と
い
っ
た
漢
人
の
濁
立
政
権
た
る
高
昌
園
の
時

代
を
一
経
て
、
唐
の
貞
観
十
四
年
(
六
四

O
)
ふ
た

た
び
中
原
の
支
配
下
に
蹄
し
、
西
州
と
呼
ば
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
唐
の
支
配
は
九
世
紀
の
は
じ
め

を
境
と
し
て
こ
の
地
に
及
ば
な
く
な
る
。
代
わ
っ

て
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
主
人
と
な
る
の
は
ウ
イ
グ

ル
人
で
あ
り
、
こ
の
地
で
支
配
権
を
確
立
し
て
い

た
彼
ら
は
、
や
が
て
八
四

O
年
に
漠
北
の
ウ
イ
グ

ル
一
叶
汗
園
が
瓦
解
す
る
と
彼
ら
の
う
ち
西
、
蓬
し
て

き
た
勢
力
が
こ
の
地
に
ウ
イ
グ
ル
園
を
樹
立
し
た
。

彼
ら
は
や
が
て
悌
教
に
蹄
依
し
、
明
初
に
至
る
ま

で
長
期
に
渡
っ
て
悌
救
ウ
イ
グ
ル
王
岡
の
命
脈
を

保
持
し
績
け
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
遺
跡
の

表
層
で
設
見
さ
れ
た
文
献
は
慕
本
的
に
ウ
イ
グ
ル

園
以
後
の
も
の
で
あ
り
、
墓
葬
か
ら
出
土
す
る
文

献
は
高
昌
同
時
代
か
ら
唐
の
西
州
時
期
ま
で
、
時

代
的
に
も
非
常
に
明
確
な
匿
別
が
可
能
と
な
る
。

ト
ル
フ
ァ
ン
文
献
の
研
究
も
こ
れ
ら
二
種
類
の

別
に
臨
応
じ
て
、
大
い
に
異
な
る
内
容
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
第
二
次
大
戦
前
の
ト
ル
フ
ァ
ン
寓
本

研
究
の
重
黙
は
い
わ
ゆ
る
胡
語
文
献
を
め
ぐ
っ
て

展
開
さ
れ
、
そ
の
主
た
る
捨
い
手
は
欧
米
や
日
本

の
向
学
者
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ア
ス
タ
ー
ナ
某
群
な

ど
か
ら
出
土
し
た
文
書
の
核
心
部
分
は
大
抵
副
装

品
の
紙
衣
、
紙
鮭
、
人
備
な
ど
の
材
料
に
再
利
用

さ
れ
て
残
っ
た
漢
文
の
官
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
官
文
書
の
研
究
は
、
従
来
も
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス

ペ
ロ
が
ス
タ
イ
ン
第
三
回
探
険
所
獲
の
文
書
を
用

い
、
ま
た

H
本
の
向
学
者
た
ち
が
大
谷
隊
の
資
料
を

用
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
前
世
紀
の
八
十

年
代
以
降
『
吐
魯
番
出
土
文
童
己
の
出
版
な
ど
に

よ
っ
て
、
格
段
に
資
料
が
増
加
し
、
中
図
的
学
者
に

よ
る
研
究
も
著
し
く
精
細
度
を
加
え
る
よ
う
に
な
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っ
て
き
た
。
今
回
の
「
新
獲
」
文
献
の
公
刊
は
、

こ
う
し
た
過
去
の
中
圏
内
学
界
の
蓄
積
を
承
け
た
も

の
で
、
更
に
大
き
な
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
言
え

マゐ。
上
に
鰯
れ
た
二
種
類
の
吐
魯
香
文
献
は
時
代
相

も
異
な
り
、
関
連
す
る
事
象
に
も
大
き
な
隔
た
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
二
つ
の
ト
ル
フ
ァ
ン

皐
を
設
定
し
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
今
回
の
墓
葬
か
ら
出
た
「
新
獲
」

文
書
は
、
首
然
な
が
ら
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
り
、

文
書
に
反
映
さ
れ
る
内
容
も
ま
た
基
本
的
に
漢
文

化
の
停
統
的
な
世
界
で
あ
る
。
文
書
以
外
の
文
献

と
し
て
奉
げ
ら
れ
る
も
の
が
、
詩
経
、
急
就
篇
、

千
字
文
、
論
語
、
孝
一
経
儀
、
占
書
の
類
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
芸
文
書
に
は
仰
教
の
影
が
ほ
と
ん
ど
現
れ

な
い
の
を
特
色
と
す
る
。
龍
朔
ニ
年
(
六
六
二
)

の
僧
籍
(
巴
注
水
一
一
三
披
出
土
)
や
、
神
龍
三

年
(
七

O
七
)
の
西
州
高
昌
勝
開
質
等
寺
手
賓

(
阿
斯
塔
那
六

O
七
時
脱
出
土
)
な
ど
多
少
と
も
悌

救
に
閥
係
せ
ぬ
で
も
な
い
文
書
は
存
在
す
る
が
、

一
義
的
に
悌
数
文
献
と
い
え
る
も
の
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
は
本
書
に
併
牧
さ
れ
る
交
河
故
城
の
出

土
文
献
が
一
例
を
除
き
す
べ
て
悌
典
で
あ
る
の
と

著
し
い
釘
比
を
局
し
て
い
る
。

し
か
し
ト
ル
フ
ァ
ン
は
凶
陸
の
要
衝
に
位
置
し
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
民
族
と
の
交
渉
も
ま
た
日
常
的

に
不
可
避
で
あ
っ
た
。
「
新
獲
」
文
書
に
は
間
々

民
族
問
題
の
解
明
に
資
す
べ
き
材
料
が
見
ら
れ
る
。

巴
達
木
一

O
七
競
某
か
ら
は
唐
の
龍
朔
三
年
、
金

満
都
督
府
か
ら
西
州
都
督
府
に
宛
て
た
ソ
グ
ド
語

の
書
簡
が
出
た
。
本
書
に
は
吉
田
豊
氏
に
よ
る
縛

⑮
 

一
烏
と
誇
文
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ソ
グ
ド

語
書
簡
は
別
の
(
多
数
の
断
片
か
ら
な
る
)
漢
文

文
書
「
唐
龍
朔
二
、
三
年
西
州
都
督
府
案
巻
」

(二

O
O
六
年
徴
集
吐
魯
番
出
土
文
書
の
一
一
一
五
)

と
と
も
に
、
楽
新
江
氏
の
論
文
「
新
出
吐
魯
番
文

書
所
見
唐
龍
朔
年
間
当
選
椋
部
落
破
散
問
題
」
で

利
用
さ
れ
た
。
こ
の
ソ
グ
ド
文
書
簡
が
出
た
墓
葬

に
は
「
向
願
伯
」
と
い
う
人
名
を
書
い
た
土
製
の

墓
誌
が
出
て
い
る
の
で
、
こ
の
人
物
の
墓
と
分
か

る
が
、
果
た
し
て
こ
の
白
姓
の
人
物
の
族
種
は
何

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
普
通
に
は
白
(
白
巾
)
姓
は

亀
慈
の
王
族
の
姓
と
さ
れ
る
が
、
な
ら
ば
亀
姦
人

が
ソ
グ
ド
語
を
用
い
て
い
た
(
或
い
は
理
解
し

(明

た
)
読
擦
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
閥
氏
高
昌
園
の
永
康
九
、
十
年
(
四
七
回
、

四
七
五
)
の
「
迭
使
山
山
人
、
出
馬
線
記
文
書
」

(
洋
海
一
蹴
墓
出
土
)
に
は
南
朝
劉
宋
の
使
者

「
央
客
」
の
ほ
か
、
子
合
図
(
カ
ル
ガ
リ
ー
ク
、

玄
突
の
研
句
迦
園
)
、
婆
羅
門
(
イ
ン
ド
)
、
烏
妄

図
(
北
イ
ン
ド
の
ウ
ァ
デ
イ
ヤ
l
ナ
、
玄
突
の
烏

伎
那
園
)
の
使
者
を
塗
っ
た
記
事
が
見
え
て
い
て
、

高
昌
園
が
東
西
交
通
上
の
重
要
な
地
黙
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
新
獲
」
文
書
は
こ
の
よ
う
な
園
際
関
係
及
び

民
族
問
題
に
関
す
る
材
料
を
提
供
す
る
ば
か
り
で

は
な
い
。
開
元
二
十
五
年
(
七
三
七
)
の
「
櫨
部

式
」
(
じ
父
河
故
城
出
土
)
と
貸
し
い
も
の
が
見
え

る
ほ
か
、
調
露
二
年
(
六
八

O
)
の
「
東
都
向
主
目

省
吏
部
符
」
(
巴
達
木
二

O
七
競
幕
)
な
ど
が
愛

見
さ
れ
て
い
て
、
制
度
史
研
究
に
重
要
な
貢
献
を

果
た
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
一
々
取
り
上
げ
る
だ

け
の
徐
裕
を
も
た
な
い
が
、
制
度
に
闘
し
で
は
な

お
重
要
な
文
書
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
て
、

今
後
の
更
な
る
研
究
が
待
た
れ
る
。

童
蒙
の
識
字
数
材
と
し
て
、
急
就
篇
や
千
字
文

の
山
て
い
る
こ
と
は
上
に
も
鰯
れ
た
が
、
唐
代
凶

州
の
皐
生
が
五
言
詩
を
用
い
て
習
主
目
し
て
い
る
断

簡
(
二

O
O
六
年
徴
集
吐
魯
番
山
土
文
献
の
六
M
M
 

五
)
な
ど
は
確
か
に
珍
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

暦
日
や
占
童
日
な
ど
民
間
信
仰
に
闘
し
で
も
興
味

深
い
文
献
が
見
え
る
。
一
例
を
奉
げ
れ
ば
、
本
書

で
『
易
雑
上
口
』
と
擬
題
さ
れ
る
文
献
は
八
八
行
を

存
す
る
比
較
的
完
好
な
寓
本
(
洋
海
一
競
墓
出

土
)
で
あ
る
が
、
高
昌
同
時
代
の
占
卜
の
賓
相
を
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窺
う
資
料
と
し
て
の
債
値
は
高

も
ち
ろ
ん
本
書
に
牧
録
さ
れ
る
文
書
は
以
上
に

墨
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
興
味

深
い
材
料
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
い
ま
紙
幅
の
関

係
で
そ
れ
ら
に
紛
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
。

さ
て
「
新
獲
」
文
書
の
整
理
に
蛍
た
っ
て
は
、

本
書
の
公
刊
に
至
る
ま
で
に
、
日
本
で
い
う
共
同

研
究
方
式
が
採
用
さ
れ
、
三
人
の
主
編
の
下
、
多

く
の
若
い
研
究
者
が
整
理
小
組
に
参
加
し
、
各
向

の
闘
心
と
専
門
に
基
づ
い
て
分
権
し
て
研
究
に
首

た
っ
た
。
編
纂
に
従
っ
た
人
員
と
し
て
、
張
、
水
兵
、

張
銘
心
、
朱
玉
耕
一
、
湯
士
華
、
史
容
、
需
問
、
余

欣
、
挑
崇
新
、
畢
波
、
海
白
勇
、
王
媛
授
、
斐
成

園
、
陳
夫
、
文
欣
、
丁
俊
、
合
計
十
五
人
の
名
が

翠
げ
ら
れ
て
い
る
。
二

O

O
五
年
以
来
、
整
理
小

組
で
は
定
期
的
に
舎
讃
の
形
式
で
録
文
の
作
製
を

行
い
、
逐
次
討
論
舎
を
開
催
し
て
誤
り
の
訂
正
を

行
っ
た
。
そ
の
過
程
で
同
時
に
、
小
組
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
多
く
の
論
文
が
執
筆
さ
れ
た
。
そ
う

い
う
事
情
で
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
う
ち

最
も
債
値
が
高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
本
童
日
の

出
版
に
先
行
し
て
す
で
に
閥
連
論
文
が
公
刊
さ
れ

て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

も
し
本
書
の
内
容
を
全
面
的
に
紹
介
批
許
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
翫
刊
論
文
す
べ
て
に
わ
た

っ
て
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今

そ
れ
だ
け
の
準
備
が
な
い
。
個
別
の
問
題
に
闘
し

て
更
に
批
評
的
態
度
を
も
っ
て
臨
ま
ん
と
す
る
向

き
は
、
是
非
各
文
書
の
解
説
に
引
詮
さ
れ
て
い
る

論
考
を
熟
讃
玩
味
さ
れ
る
こ
と
を
推
稽
す
る
。

++占-E ①こ
の
雑
誌
は
内
部
資
料
の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、

二
O
O
八
年
か
ら
公
開
出
版
物
と
な
っ
た
。

②
放
順
博
物
館
・
龍
谷
大
向
学
共
編
『
放
順
博
物
館

寂
新
彊
出
土
漢
文
悌
経
選
粋
』
(
『
放
順
博
物
館
寂

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
悌
典
断
片
選
影
』
)
法
裁

館
、
二

O
O
六
年
三
月
刊
。

③

レ

i
ゲ
ル
は
こ
の
遺
跡
を
や
や
靴
り
な
が
ら
ド

イ
ツ
語
式
に
庶
民
向
m
E
R
E
(
カ
ラ
ホ
l
ジ
ャ
)

と
縛
寓
し
て
い
る
。
次
の
庄
の
文
献
を
参
照
。

④

kr
・
H仰
の
聞
の
「
冨
。
5
0
何阿唱。色
E
C
E
E
n
F
叶ロ同片言

H∞叶市
y
~
u
R
F
ぬ
苫
さ
さ
ま
の
き
も
、
bkvpE
込
町
足
立
。

町内正ミミ
h
R
F
N
叶
出
品
唱
]
戸
∞
∞
「
出
・
ω

∞C
l
ω
申

hf

開
・
ロ
め
t

E

R
冨
民
間
内
5
・
口
同
問
。
問
。
-w印
刷

H
唱え
E
C
E
『円。
E

H内
己
ム
』

h
w
E
H，
E
4
E
M
E
H∞叶坦
l

∞少』》さ号、民一
NShω

ミ

EphN
旬。いてミ(川、。一明、。』
VPRhNNM。2mAF
〈。
-eu温

z。
A
T

H∞∞]「官官

ωhH()ω
印
一
日
同
司
司
。
唱
。
〈
mw(。ιγ
同
文
句

己
お
お
町
民
、
町
民
止
さ
ま
守
(
U
R
S

マ
ミ
』
己
ぬ
ミ
忌
内
『
ミ
ヌ
ミ

ミ
S
R
N雪
山
村
守
ミ
ミ
ミ
、
∞
同
司
2
2谷
区
片
岡
u
N
C
C

一少

百
-
N
H
・
各
園
が
汲
透
し
た
ト
ル
フ
ァ
ン
調
査
隊
の

簡
明
に
し
て
要
領
を
得
た
概
説
と
し
て
、
問
実
い
て
h
l

E
宮
町
民
自
守
塁

E
所
牧
の
」

E
S
F克己目昨日。ロ
ωョ

(
君
。
門
口
白
円
印
ロ
ロ
号
ロ
E

E
執
筆
〉
が
あ
る
。
た
だ

し
イ
ラ
ン
系
の
文
献
・
文
物
に
記
述
の
重
黙
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
は
書
物
の
性
格
上
や
む
を
得
な

ミ

。、ν
⑤

〉

e
Z
E
E
ω
F
(
U
C日
患
の
阿
国
0
4
4
M
m円Z
E叶巴

E
O図、同一言EVE)目〉
ω
百円吋打開。円。。。凸
-vmw
岡
山
富
岡
区
間
R
リ

I

斗図、同可、同一
mw
回。。、同一。開。因。日
HO国民凶ゆ

Y
向。。関図
mweH由∞()ゆ

(い・叶品・

⑥

kgωc-nECC口

E
R
E
t
s
号
官
-OR--

。H1
0
5

c
cロ
E
m円。ロ』戸
P
R
n
F臥。-o回
E
Z
0
・ロロ山当面
ω
E
A
C
h
W
2

0己
E
P
。四円毛
E
A
5
品。

-wkg。
(U。E
E
-。
2
ι
。

-
尚
昆
良
川
E
O
O
ロ

g
H
(中
央
ア
ジ
ア
及
び
極
東
の

歴
史
、
考
古
、
言
語
、
民
族
率
的
調
貨
の
た
め
の

園
際
連
閉
山
)
。

⑦
同
じ
こ
と
は
第
二
回
探
険
の
橘
瑞
超
の
場
合
も

同
様
で
、
そ
の
放
行
記
『
中
亜
探
険
」
に
、
「
私

の
始
め
て
ト
ル
フ
ァ
ン
に
参
り
ま
し
た
頃
(
一
九

O
八
年
)
に
は
、
総
て
こ
れ
ら
の
人
々
(
ロ
シ
ア

の
ク
レ
メ
ン
ツ
及
び
ド
イ
ツ
隊
を
指
す
|
|
筆

者
)
が
荒
ら
し
廻
っ
た
後
で
、
私
は
識
は
掘
上
大
い

に
不
利
の
立
場
に
立
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

な
お
私
は
私
だ
け
の
満
足
す
べ
き
多
少
の
愛
掘
物

を
得
た
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る
(
中
公
文
庫
版
、

一
九
八
九
年
、
二

O
九
一
一
一

O
百
八
)
。
オ
ル
デ

109 
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ン
フ
ル
グ
隊
も
同
じ
状
況
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
後
年
シ
チ
ェ
ル
パ
ツ
コ
イ

(
@
国

E
8
E
J
R
E酢
)
が
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

隊
に
閥
し
て
述
べ
た
語
を
参
照
(
司
8
2
m
上
偶

書
二
三
頁
に
引
く
)
。

③

E
E
S
S
E
F
E
U
E
R〕
司
宮

ω。
同

0
3
2

ロ旬。
nu
関
白
)

w

回目一寸目。吾。
nm
凶
回
口
牛
己
『
】
片
山
凶
〈
回
甲

山
F
同

vozw
円ω
ずロ円四
u

]

{

申
]
{
臼

⑨
ス
タ
イ
ン
の
ト
ル
フ
ァ
ン
に
お
け
る
活
動
の
詳

細
は
以
下
に
見
え
る
一
〉
ロ
E-
∞
E
P
L言
語
遺
言
え

』己
m
N
e
b
h
F
G
N
P
弘
同
向
性
。
ミ
ミ
同
H
耳目。
S
H
N
霊
室
内
室
ー

マ
ミ
』
己
QW
同
RNS
量
Q
3
色
町
宮
守
3
N
L
マb
s
w

〈
OF---

古
口
印
∞
叶
己
∞
ス
タ
イ
ン
第
二
一
回
探
険
の
所
獲
文

献
の
う
ち
、
漢
文
の
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス
ベ

ロ
(
国
内
出
口
冨
官
官
E
)
に
委
ね
ら
れ
、
後
に
h
E

§
S遺
言
な
忌
言
。
E

S

E
き
昌
弘
和
室
内
向
も
h
t
s喜

色
町
担
司

h
N
h
弓『

M
H
2
3
2
N

』
匂
呂
町
内
ミ
円
、
ぬ
守

(
F
E
号
P
E印
ω)
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
現
在

で
は
、
同
じ
文
献
を
扱
っ
た
よ
り
新
し
い
業
績
で

あ
る
陳
園
燦
『
斯
担
因
所
獲
削
魯
番
文
書
研
究
」

(
武
漢
大
皐
出
版
枇
、
一
九
九
五
年
)
も
必
見
。

さ
ら
に
近
年
こ
れ
ら
文
献
を
牧
録
し
た
圃
録
、
沙

知
・
呉
芳
思
編
「
斯
坦
凶
第
三
次
中
豆
考
古
所
獲

渓
丈
丈
献
(
非
悌
経
部
分
)
」
二
所
(
上
海
俳
書

出
版
壮
、
二

O
O
五
年
)
も
出
版
さ
れ
た
。

⑬
黄
丈
弼
は
一
九
二
二
年
に
「
高
昌
碍
集
』
を
、

一
九
三
三
年
に
「
高
昌
陶
集
』
を
刊
行
し
た
が
、

全
憶
の
調
査
報
告
は
よ
う
や
く
戦
後
に
な
っ
て
、

『
吐
魯
番
考
古
記
』
(
考
古
墜
特
刊
第
一
二
競
、
中

国
科
事
院
、
一
九
五
四
年
)
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

本
書
に
は
以
下
の
日
本
語
諜
が
存
在
す
る
。
土
居

淑
子
翌
日
「
ト
ル
フ
ァ
ン
考
古
記
」
(
黄
文
弼
著
作

集
第
二
巻
)
、
恒
丈
祉
、
九
九
四
年
。
ま
た
後

年
、
子
息
黄
烈
氏
の
編
に
な
る
論
文
集
『
黄
丈
弼

歴
史
考
古
論
集
』
(
文
物
出
版
世
、
一
九
八
九

年
)
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
第
一
一
編
(
九
七
二

O

一
頁
)
が
ト
ル
フ
ァ
ン
関
連
の
論
考
に
充
て
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
骨
田
時
の
調
査
を
記
し
た
『
涜
丈
弼

蒙
新
考
察
日
記
(
-
九
二
七
一
九
二
一

O
)』
(
文

物
出
版
枇
、
一
九
九

O
年
)
も
同
じ
く
黄
烈
氏
に

よ
り
整
理
出
版
さ
れ
て
い
る
。

⑪
「
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
一
珊
(
文
物
出
版
枇
、

一
九
八
一
年
)
「
前
言
」
o

た
だ
し
す
べ
て
の
墓
葬

か
ら
文
書
が
出
た
わ
け
で
は
な
い
。

⑬
「
吐
魯
番
出
土
文
書
』
萱
l
雄
、
文
物
出
版
枇
、

一
九
九
二
一
九
九
六
年
。

⑬
柳
洪
亮
「
新
川
叶
魯
番
文
書
及
其
研
究
」
新
彊

人
民
出
版
枇
、
一
九
九
七
年
、
そ
の
第
一
編
(
一

一
一
一
二
頁
〉
。
ち
な
み
に
本
書
の
第
二
編
は

「
出
土
筒
報
」
、
第
三
編
は
「
専
題
研
究
」
で
、

柳
氏
の
関
連
論
文
を
牧
録
す
る
。

⑬
「
吐
魯
番
新
山
陸
尼
教
文
献
研
究
』
文
物
出
版

壮
、
二

0
0
0年。

⑬
築
新
江
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
新
出
土
文
書
|
|

吐
魯
番
新
出
丈
圭
目
の
整
理
と
研
究
」
「
東
洋
墜

報
」
第
八
九
巻
第
二
時
現
(
一

0
0七
年
九
月
)
五

九
七
七
百
八
。
地
固
は
誇
者
西
村
陽
了
氏
の
作
製

に
係
る
。

⑬
「
考
古
』
一
一

0
0六
年
第
二
一
期
は
こ
れ
ら
の

議
掘
に
閥
す
る
特
集
援
と
言
っ
て
も
よ
く
、
以
下

の
簡
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
新
彊
吐
魯
番
地
匿
阿
斯
塔
那
古
墓
群
西
匝
側
、

ω披
墓
L

「
新
彊
吐
魯
番
地
匿
交
河
故
城
溝
西
墓
地
康
氏
家

族
業
L

「
新
彊
吐
魯
番
地
匿
木
納
爾
墓
地
的
後
掘
L

「
新
彊
吐
魯
番
地
匿
巴
達
木
墓
地
愛
掘
筒
報
」

⑫

。

E
ロ
耳
立
の
「
匡

Z
F

同
室
内
骨
円
止
守
宅

宅内』"を目。泡
R
t
』
与
三
塁
塁
』
S
F
ミ町一
R
P
Q
Z
雲
氏

円、言
h
S忠
良

尚

喜

N

事
、
言
号
、
』
Mw-N

』U
D
G
、
〈
。
-eHW

H
V

印HW
国間品印・

6
0門
吉
田
g
m
E
R
E吋
巴

E
E
R
.
5

K
戸

ω
円山口凶・ョ

⑬
渡
透
析
口
信
「
西
域
族
行
日
記
」
『
新
西
域
記
」

し
し
巻
、
有
光
世
、
一
九
三
七
年
、
二
一
六
九
い
員
。

⑬
孟
憲
)
貰
「
叶
魯
番
新
設
現
的
《
唐
龍
朔
二
年
西

州
高
昌
際
思
恩
寺
僧
籍
》
」
『
文
物
』
二

0
0七
年

第
二
期
。

⑮

よ

り

詳

し

く

は

JF岳
吾

4
c
S
F
印
。
草
山
口

-
d
d回
目
。
邑
宮
口
E
8
5
2
ι
『
円
。
自
己
H
O
C
E〈め可向島

民
国
包
釦
HHMF
同
呂
ぎ
君
。
ミ
喜
弘
、
』
ず
む
と
。
h
N
S
~
h安

門

H
N
E
ミ
(
U
F
N
3
5
謡、

3
さ
詩
句
、
h
s
号、

Z

。Y
N
gア

円
U



百円)・
h
H
印

印

ω・

⑧
『
西
域
歴
史
話
言
研
究
所
集
刊
』
第
一
輯
(
一
一

0
0
七
、
二
一
一
同
四
頁
)
。
こ
れ
に
は
西
村
陽

子
氏
に
よ
る
日
本
語
誇
が
あ
る
。
「
新
出
吐
魯
番

文
書
に
見
え
る
麿
龍
朔
年
閣
の
可
唱
盟
諸
脚
部
法
破
散

問
題
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
言
一
詰
の
研
究
』
二
二
一
競
、

一
五
一
一
八
五
頁
。

⑫
ご
く
小
断
片
だ
が
、
ソ
グ
ド
語
文
書
は
巴
達
木

二
凶
七
競
墓
か
ら
も
出
て
い
る
。
こ
の
墓
葬
は
康

氏
の
も
の
で
、
こ
ち
ら
は
ソ
グ
ド
人
が
用
い
た
と

111 

考
え
ら
れ
る
。
泣
く
の
二
四
五
競
墓
か
ら
は
麹
氏

高
昌
園
延
室
町
九
年
(
六
二
二
)
の
随
葬
衣
物
疏
が

出
て
い
て
、
二
四
七
時
抗
墓
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
時
代

で
ふ
め
ろ
、
っ
。

③
楽
新
江
「
閥
氏
高
昌
王
国
輿
柔
然
、
西
域
的
関

係
」
『
歴
史
研
究
」
一
一

0
0
七
年
第
二
期
、
同

「
吐
魯
番
新
出
没
使
文
書
輿
闘
氏
高
H

目
玉
図
的
群

勝
城
鎮
」
『
敦
僅
吐
魯
番
研
究
』
第
一

O
巻
(
二

0
0七
年
)
。

③
雷
聞
「
吐
魯
番
新
出
土
唐
開
一
川
礎
部
式
残
巻
考

緯
」
『
文
物
」
二

0
0七
年
第
二
期
。

③
本
末
同
、
朱
王
麟
「
新
出
吐
魯
番
文
獄
中
的
古
詩

習
字
残
片
」
『
丈
物
」
二

0
0
七
年
第
一
期
。

③
余
欣
、
陳
口
大
「
吐
魯
番
洋
海
出
土
高
昌
平
期
寓

本
《
易
雑
上
口
》
考
穣
」
『
敦
僅
吐
魯
番
研
究
」
第

一
O
巻
(
一
一

0
0七
年
)
。

一一

O
O
八
年
四
月
北
京
中
華
書
局

B
4
版
二
十
一
一
一
一
十
四
十
二
二
l

十
二
一
八
九
+
四
八
頁

一八

O
O
元
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